
ストレッサーから解放された他者の存在は⾃⾝のストレス反応を⾼める
理学部⽣命科学科 ⾏動⽣理学研究室 ⽟置翼 ｜指導教員 北⼀郎

⾃⾝のストレス反応は他者の状況により影響を受けるか、⾏動および神経科学の点から検討する

＜1⽇⽬＞ ＜2⽇⽬＞

解放された！

⽬的

＜ストレス反応を調べるために＞

・⾏動テスト：ストレス誘発性不安様⾏動
⾼架式⼗字迷路テスト
（オープンアーム滞在時間）

・神経活動 ：ストレス関連神経活動
視床下部室傍核・扁桃体
（ｃ-Fos発現細胞数）
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ストレス
?

FR1とRR1のストレス反応は異なるか？

?

拘束＆拘束群

フリー＆拘束群

ストレス反応の結果は？


